
重要なお知らせ

お問い合わせ先

産科医療補償制度について
産科医療補償申請の期限は、お子様の満5歳の誕生日までです。
該当すると考えられるお子様については、産科医療補償制度のホームページ
（http://www.sannka-hp.jcqhc.or.jp/）をご覧いただくか、以下へお問い合わせください。

産科医療補償制度コールセンター　電　　話：0120-330-637
受付時間：午前9時～午後5時（土日祝除く）

当院では里帰り分娩をお受けしています。

詳しくは福田病院ホームページをご覧下さい。

転医時の予約受付
福田病院予約センター
FAX　096-312-4842
電話　080-8086-5529
電話　080-8921-7181
［受付時間］ 日・祝をのぞく 9：00～17：00

≪転医のご予約について≫
①ご紹介元医療機関よりFAXでお申込み
②ご本人よりお電話にてお申込み
　のいずれかでご連絡ください。
※受診予定の１か月前迄にお申し込みをお願い致します。
なお、緊急の場合は病院代表（096-322-2995）に
お電話にてご相談ください。

•妊娠12週以降の方が対象となります
•ご予約の時間は1F受付にご来院いただく時刻です         
　（診察開始時間ではありません）
•当日の診察状況や緊急手術などの状況により待ち
　時間が長くなる場合があります

≪持ってくるもの≫
・母子健康手帳
・医療保険を証明するもの
（資格確認書／マイナ保険証）
・紹介状　　・検査データ
・産科医療補償制度登録証控え
（登録がお済みの場合）

分娩は予約制ではありませんが、下記のことをお願いしております。

母と子の農園 ～どろんこ交流会 田植え～
　6月7日（日）「福田病院 母と子の農園」（上益城郡山都町）にて33回目のどろん
こ交流会（田植え）をおこないました。どろんこ交流会には、安心安全な米作りの体
験学習として「田植え」「稲刈り」に、当院でお生まれになった小学1年生のご家族
にご参加いただいております。今年は25組のご家族、83名の参加がありました。
　当日は小雨模様の田植えにはぴったりのお天気のなか、生産者の方から苗の指
導を受け、田んぼに一列に並んで植えていきます。田んぼに張られた綱の赤い印
が苗を植える場所ですが、田植えがはじめての方がほとんどで、田んぼに足をと
られ前に進めない子供や、尻もちをついてどろんこの子供もいて、一列進むごと
に賑やかな笑い声が田んぼに飛び交っていました。職員は早乙女姿で一緒に田植
えをおこないました。また、球磨郡水上村からも生産者の方が見学にお見えにな
りました。
　田植えの後は交流会です。生産者婦人部のおいしい
手作り料理、バーベキューをいただきながら、子供達
は玉入れや西瓜割りを楽しみました。玉入れはバス対
抗（1号車 VS2号車）でおこない、勝ったご家族には山
都町より有機米のプレゼントがありました。西瓜はな
かなか割れませんでしたが、その後子供達は西瓜を頬
張って食べていました。
　10月には田植えの参加者で稲刈りをおこないます。
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福田病院ニュース

産婦人科医師
田代　英史

産婦人科医師
田村　雄次

小児科医師
楢村　哲生

小児科医師
木下　裕哉

この度、産婦人科で勤務させていただくことになりました田代英史です。これまで周産期医療を専

門に、多くの命の誕生をお手伝いしてまいりました。妊娠や出産は、喜びだけでなく不安や戸惑い

も多い時期だと思います。そんなとき、医学的なサポートはもちろんですが、まずは皆さんの気持

ちに寄り添い、安心感を持っていただけるような存在でありたいと思っています。どんなに些細な

ことでも、相談して良かったと思っていただけるような丁寧な診療を心がけています。皆さんが笑

顔で新しい家族を迎えられるよう、精一杯サポートさせていただきます。どうぞよろしくお願いい

たします。

4月より入職いたしました、産婦人科医師の田村雄次と申します。

山口県出身で学生時代を福岡県で過ごし、初期および後期研修は山口で過ごしました。

趣味はお酒(特にワイン)、料理、野球、サッカーです。

熊本の周産期医療に微力ながら貢献できればと思います。

まだまだ未熟者ではございますがどうかよろしくお願いいたします。

2026年4月から新生児センターで勤務しています楢村哲生と申します。

熊本出身で、宮崎大学卒です。

これまで熊本大学病院、熊本市民病院、神奈川県立こども医療センターなどで新生児医療に携わっ

てきました。小児科医になって20年目になりますが、福田病院には自分よりも経験豊富な先生がた

くさんいらっしゃるので、新人になった気持ちで日々学びながら、生まれてくる新生児とそのご家

族のために励んでいきたいと思います。よろしくお願いいたします。

2026年4月より新生児センターに勤務しております、木下 裕哉と申します。

私は2020年にも半年ほど福田病院で勤務しておりましたが、その後は臨床経験を積むとともに、

大学院で基礎研究に取り組んでまいりました。久しぶりに臨床の現場に戻り、赤ちゃんやご家族の

皆さまに関わることができることを大変嬉しく思っております。患者様やご家族のお声にしっかり

耳を傾け、少しでも安心していただける医療を提供できるよう努めてまいります。どうぞよろしく

お願いいたします。

4月から新しい先生が入職しました


